
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

医療事故の被害者のため相談に乗り、支援をしてこられた、産婦人科医師山田哲男先生が今年 1月 12

日に、残念ながら 66 歳で亡くなられました。 

山田哲男先生は、昭和 60 年に愛知県常滑市内で山田医院を開業されましたが、地域の産科診療に献身

的に取り組まれるとともに、約 30 年にわたり医療事故の被害相談に応じて来られました。 

山田哲男先生と交流のあった者や支援を受けた人達が追悼の思いを持ち、名古屋で下記の通りシンポ

ジウムを企画することとなりました。 

医療裁判では、当事者以外の専門家の医学的評価を聞くことが必要となります。しかし、医療の世界

では同僚評価の文化が十分に育っているとは言えないことから、患者側弁護士にとっては、医療裁判に

関し、医師の方々から専門的な見解をお聞きすることは必ずしも容易にできることではありません。 

医療裁判のケースについて、鑑定意見書の作成等で同僚評価をされた経験のある医師から、医療界に

おいてピア・レビューの文化を形成していくうえでの障壁、その克服のポイント等をお聞きし皆で討議

したいと思います。 

医療事故の当事者の方々や、その代理人となる弁護士は勿論のこと、医療の安全を願う多くの医療従

事者の方々も、是非ご参加下さい。 

■場所 

 ウインクあいち（愛知県産業労働センター） 

 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８ 

■交通（JR・地下鉄・名鉄・近鉄）名古屋駅より 

◎ＪＲ名古屋駅桜通口から 

 ミッドランドスクエア方面    徒歩５分 

◎ユニモール地下街 ５番出口   徒歩２分  

※名駅地下街サンロードから 

ミッドランドスクエア、マルケイ観光ビル、 

名古屋クロスコートタワーを経由 徒歩８分 

 

［お問い合わせ先］ 

山田哲男先生追悼シンポジウム実行委員会 

名古屋市東区泉 1-1-35 ハイエスト久屋６Ｆ 

医療事故情報センター内 

TEL:052-951-1731  FAX:052-951-1732 



 

 

 

■ プ ロ グ ラ ム ■ 

 

       ●総合司会     佐藤  融さん（陶芸家） 

 

１３：１５ ●ご挨拶      山田 紀子さん（山田哲男先生ご遺族代表）    

 

 （第１部） シンポジスト報告 

        それぞれの立場から、医療裁判と同僚評価に関するご意見を 

お話しいただきます。 

 

１３：２０ ●森   功さん（医師、社会医療法人医真会理事長、 

医療事故調査会代表世話人） 

 

●鈴木  滿さん（医師、聖霊病院副院長・医療安全管理室長、 

医療事故調査会世話人） 

 

 ●油井香代子さん（医療ジャーナリスト） 

 

 ●出元 明美さん（陣痛促進剤による被害を考える会代表） 

 

 ●柴田 義朗さん（弁護士、医療事故情報センター理事長）  

 

１４：４５ 休憩（15 分間） 

 

（第２部） パネルディスカッション 

 

１５：００ ●コーディネーター 加藤 良夫さん 

（南山大学法科大学院教授、弁護士、 

医療事故情報センター常任理事） 

  

 １６：２５ ●閉会のご挨拶   貞友 義典さん 

                （弁護士、貞友義典法律事務所） 


